
　

CONTENTS

   １．知事メッセージ・・・・・・・ Ｐ１

   ２．和歌山県政トピックス・・Ｐ２～Ｐ７

 　３．お知らせ・・・・・・・・・・・・ Ｐ８～Ｐ１４

   ４．ふるさと歳時記・・・・・・・Ｐ１５～Ｐ１６

令和２年

（2020)

田原海岸（串本町）

串本町の田原海岸では、冬のしんと冷え込んだ早朝、海面に沸き立つ霧が朝日に染まる「海霧」が見られ
ます。

いにしえの時代、この熊野灘の彼方に、理想郷・常世（とこよ）の国の入口があると信じられていました。
悠久の時を経て、令和を迎えたこの地では、まもなく小型ロケットの打ち上げという宇宙への扉が開かれよ

うとしています。
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 あ け まし て お めで とう ご ざい ま す 。  

 皆 さ んに は 清 々し い新 春 をお 迎 え のこ とと お 慶び を 申 し上 げま す 。  

 昨 年 は、 新 天 皇陛 下が 御 即位 に な り、 時代 も 「平 成 」 から 「令 和 」へ と 移 り

変わ る 節目 の 年 とな りま し た。  

和歌 山 県で は 、紀 伊 半島 一 周高 速 道 路の 全区 間 事業 化 や 小型 ロケ ッ ト射 場 の

誘致 、 さら に 第 ３２ 回全 国 健康 福 祉 祭「 ねん り んピ ッ ク 紀の 国わ か やま ２ ０ １

９」 、 「和 歌 山 県人 会世 界 大会 」 が 県民 の皆 さ んの お も てな しで 大 成功 を 収 め

るこ と がで き ま した 。高 野 ・熊 野 地 域の 「紀 伊 山地 の 霊 場と 参詣 道 」も 世 界 遺

産登 録 １５ 周 年 を迎 え、 国 内外 か ら 多く の方 に 御来 県 い ただ ける 等 、本 県 の 魅

力を 大 いに Ｐ Ｒ でき た素 晴 らし い 一 年で した 。 さら に 明 るい 話題 と して 、 和 歌

山市 内 に東 京 医 療保 健大 学 和歌 山 看 護学 部を は じめ と す る大 学を 新 設誘 致 し た

こと に より 、 高 校生 の県 外 進学 率 は ４２ 年ぶ り にワ ー ス ト１ 位を 返 上す る こ と

がで き まし た 。 総じ て、 令 和元 年 は 、新 しい 時 代が 始 ま る予 兆を 感 じる 年 と な

った と 思い ま す 。  

 令 和 ２年 は 、 「Ｉ Ｒ（ 統 合型 リ ゾ ート ）」 の 推進 、 白 浜な どの リ ゾー ト 地 を

中心 と した Ｉ Ｃ Ｔ企 業の 誘 致、 ロ ケ ット 射場 に よる 将 来 の宇 宙産 業 の集 積 も 視

野に 入 れた 紀 南 地域 の活 性 化を は じ めこ れま で にな い 新 たな 分野 で 大き く 飛 躍

する 、 新し い 和 歌山 を創 っ てい く 「 嚆矢 の年 」 とし て い きた いと 思 いま す 。  

 ま た 、本 県 の 喫緊 の課 題 であ る 人 口減 少対 策 、産 業 の 振興 、防 災 対策 な ど に

も果 敢 に挑 戦 し てま いり た いと 思 い ます 。  

  具 体 的に は 、 保育 料無 償 化や 在 宅 育児 世帯 へ の支 援 を 行う 紀州 っ 子い っ ぱ い

サポ ー ト事 業 等 の「 子供 を 安心 し て 育て る環 境 の充 実 」 、高 校生 や 大学 生 の 県

内就 職 の支 援 、 スマ ート 農 業の 推 進 など の「 働 き手 の 確 保」 、Ｉ Ｒ の推 進 や ロ

ケッ ト 等に よ る 「新 産業 の 創出 ・ 先 端技 術導 入 」、 防 災 ・減 災対 策 の強 化 や 、

ごみ ポ イ捨 て の 禁止 強化 な ど「 県 民 生活 の充 実 」、 個 性 豊か で暮 ら しや す い 地

域づ く りや 道 路 ネッ トワ ー クの 整 備 など 「地 域 の魅 力 を 高め る」 こ とな ど に 取

り組 ん でま い り ます 。  

 こ の よう に 、 県で は、 県 民の 幸 福 を第 一に 考 え、 県 勢 の発 展の た めの 将 来 を

見据 え た政 策 と とも に、時宜 に か なっ た きめ 細 やか な 政 策を 進め て まい り ま す。 

 そ し て、 「 令 和」 の新 時 代が 「 和 歌山 の時 代 」と な る よう 、全 身 全霊 を か け

て県 政 を推 進 し てま いり ま すの で 、 皆さ んも 一 緒に 郷 土 和歌 山を 盛 り上 げ て い

きま し ょう ！  

今年 は、再 び 東京 オ リン ピ ック・パラ リ ンピ ッ クが 我 が 国で 開催 さ れる 記 念

すべ き 年で す 。 和歌 山に と って も 新 たな 県勢 の 浮上 の 年 とな りま す とと も に 、

皆さ ん にと っ て 良い 年と な りま す よ う心 から お 祈り を 申 し上 げ、 年 頭の ご あ い

さつ と いた し ま す。  

 
 
  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

12/2 記者会見室にて 
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●東京（オリンピック開催地）を抑えて熊野地方（和歌山県）が訪れるべき観光地１位！        

 
在日・訪日外国人を対象に日本の情報を提供する国

内最大級の英字メディア「ガイジンポット（Ｇａｉｊ

ｉｎ Ｐｏｔ）」が１２月に公表した『２０２０年外

国人が訪れるべき日本の観光地ランキング』におい

て、「熊野地方（和歌山県）」が１位に選ばれました。 

「ガイジンポット」は英語圏を中心とした外国人ラ

イターの協力を得て、観光・グルメ・体験・学び・住

まいなど日本にまつわる様々な情報を英語で配信し

ており、1 か月に３５０万回閲覧されている人気のサイトです。そのようなサイトの観光

地ランキングにおいて、熊野地方（和歌山県）が、オリンピックの開催される東京を抑え

て堂々の１位に輝いたのです。 

平成２９年には、世界的旅行ガイドブック「ロンリープラネット」の「２０１８年に訪

れるべき世界の１０地域」に「紀伊半島」が第５位と日本で唯一選出され、昨年は、世界

的な宿泊施設予約サイトＡｉｒｂｎｂの「２０１９年に訪れるべき１９の観光地」に「和

歌山県」が日本で唯一選出されました。この他にも高野山奥之院やアドベンチャーワール

ドなどが様々な媒体の観光地ランキングで１位を獲得しています。 

２０２０年も本県の魅力を更に発信するとともに、実際に多くの方々に和歌山を訪れて

いただけるよう、紀伊半島一周の高速道路の早期完成や南紀白浜空港の利用促進、関西国

際空港からの連絡道路等のインフラ整備をはじめ、宿泊施設の改善、フリーWi-Fi の整備、

キャッシュレスの導入促進、外国人の方々に理解してもらえるパンフレットや案内看板の

整備等、観光立県を目指し、全力で取り組んでまいります。 

 

●日本遺産シンポジウム～万葉の時代から紡がれる和歌の浦の物語～を開催しました                     

 
平成２９年に和歌の浦が「絶景の宝庫 和歌の浦」として日本遺産に認定されたことを受

け、県は、和歌山市や海南市、観光協会等と共に和歌の浦日本遺産活用推進協議会を設立

し、県内外に和歌の浦の歴史や観光地としての魅力を発信しています。 

令和元年１２月８日、万葉の時代から景勝地として名高く、多くの歌人や歴代藩主等に

愛された和歌の浦の魅力をさらに広く発信するため「日本遺産シンポジウム」を開催しま

した。 

シンポジウムには、持統天皇を主人公とした「天上の虹」や「古事記」等の万葉の時代

を描いた著書を持つマンガ家の里中満智子（さとなか まちこ）氏をお招きし、「万葉の物

語を旅する」と題した基調講演をいただきました。続いて、和歌浦で毎年５月に開催され

る「和歌祭」の出し物の一つである「御船歌」が唐舩御船歌連中（とうぶねおふなうたれ 

熊野が世界中から注目を浴びています 
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んちゅう）の皆さんにより披露され、会場が

盛り上がりました。 

里中さんは、大阪市出身で幼少の頃に和歌

の浦を訪れ、風景や香りが大阪と違うことに

驚いたそうで、また高校の授業で習った有間

皇子の歌などから、さらに万葉集の世界に惹かれていったそうです。 

その後、里中氏がコーディネーターとなり、パネリストとして、モデル・タレントのは

な氏、近畿大学名誉教授の村瀬憲夫（むらせ のりお）氏、和歌の浦観光協会会長の坂口宗

徳（さかぐち むねのり）氏、和歌山大学紀州経済史文化史研究所特任准教授の 村旭輝

（よしむら てるき）氏をお招きして「いま伝えたい和歌の浦の魅力」をテーマにパネ

ルディスカッションが行われました。万葉の歌聖・山辺赤人の歌「若の浦に潮満ちく

れば潟を無み 葦辺を指して鶴鳴き渡る」が古今和歌集に取り上げられ、和歌の浦が

全国区になったという経緯や、江戸時代は松尾芭蕉が「行春をわかの浦にて追付いた

り」の句を詠み、明治時代には夏目漱石が小説「行人」に和歌の浦を訪れた様子を描

き、歴史が重ねられていること、おすすめスポットの一つとして、妹背山には「落石

注意」看板の近くにゆったり過ごせる絶景スポットがあることなど、楽しいお話が展

開され、集まった３００名の皆さんの笑顔が絶えない会となりました。 

今後も和歌の浦日本遺産活用推進協議会では、様々な機会を捉え、日本遺産「絶景の宝

庫 和歌の浦」の情報発信に努めてまいります。 

 

●「御坊をロボットの聖地に！」きのくにロボットフェスティバル２０１９開催                     

 
県では、子供達がものづくりの楽しさを実感し、

将来ものづくりに携わる人材として活躍すること

を期待して、御坊市や御坊商工会議所、和歌山工業

高等専門学校等と組織する実行委員会により、平成

１９年度から毎年「きのくにロボットフェスティバ

ル」を開催しています。 

二階俊博実行委員会名誉会長御臨席のもと、１２

月１５日に開催したフェスティバルでは、県内外の予選会を勝ち抜いた小学生４４チーム

と中学生４１チームが参加した「全日本小中学生ロボット選手権」や、県内５つの工業系

高校で学ぶ生徒が参加した和歌山県高校生ロボット競技会から選抜された８台のロボット

による「きのくに高校生ロボットコンテスト」を行いました。今年も県外・海外からの参

加が増え、国内からは２府１２県の選手が、海外からは、中国山東省の選手が参加し、タ

イ高専がブース出展を行うなど、交流が図られました。 

他にも、ＴＨＫ株式会社のＳＥＥＤや川崎重工業株式会社のｄｕＡｒｏ、全国高専ロボ 

パネルディスカッションの様子 

ロボット操作に力が入ります 
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コン２０１９優秀チームによるスーパーロボットショー、小中学生の発明を集めた「私た

ちのくふう展」や地元御坊市の少年少女の発明を集めたブース展示を行いました。 

当日は、子供達とロボットにより繰り広げられる熱戦や遠隔操作によりＳＥＥＤがペッ

トボトルを近くの人に手渡すパフォーマンス等に会場に集まった約８，０００人が沸き、

子供達の似顔絵を描くｄｕＡｒｏの前にできた順番待ちの列は終始途絶えることがありま 

せんでした。 

今後も「御坊をロボットの聖地に」するため、大会の開催を重ねるとともに、様々な機

会を捉えた情報発信等を続けてまいります。 

 

●「東京大学×世界農業遺産」シンポジウムを開催しました               
 
平成２７年１２月に世界農業遺産に認定された「みなべ・田辺の梅システム」は、約４

００年もの間受け継いできた持続可能な農業システムです。 

県では、令和元年１１月２９日、東京大学、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会

と共に「みなべ・田辺の梅システム」の更なる情報発信に資する「東京大学×世界農業遺

産」シンポジウムを開催しました。このシンポジウムの開催は、本県出身の武内和彦（た

けうち かずひこ）東京大学・未来ビジョン研究センタ

ー特任教授から、みなべ・田辺地域の活動をモデルと

して、環境省が提唱する「地域循環共生圏」の創造に

向けたシンポジウムの開催を提案いただいたことがき

っかけとなっています。なお、東京大学・未来ビジョ

ン研究センターが都道府県とこのような取組を行うの

は、全国で初めてのことです。 

「地域循環共生圏」とは、それぞれの地域が特性を活かし、地域毎に異なる資源が循環

する自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて近隣地域等と共生・対流する

広域的なネットワークのことです。それぞれの地域で未利用資源の活用を進め、そのうえ

で、農山漁村、都市が互いにそれぞれの強みを提供、補完し、支え合う大きな循環共生圏

をいいます。 

みなべ・田辺地域では、梅とミツバチの共生関係や薪炭林の持続可能な管理手法等、循

環システムの素晴らしさを発信することで、梅や備長炭の販売促進や農業遺産システムの

保全と継承につながるよう取り組んでいます。また、地域内では梅加工の際に発生する梅

酢の畜産飼料としての活用や調味残液によるバイオガス発電等、地域循環共生圏の創出に

つながる取組が進められています。今回の共催により、今後、東京大学からこのような取

組への助言をいただくことや共同研究の実施等も期待されます。 

シンポジウムでは、東京大学第２８代総長で、現在プラチナ構想ネットワーク会長であ

る小宮山宏（こみやま ひろし）氏による「プラチナ社会－２０５０年の地域社会の姿を考 

講演中の小宮山氏 
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える、共に創る」と題した招待講演、武内特任教授による基調講演、環境省大臣官房環境

計画課計画官の中島恵理（なかじま えり）氏による関連施策紹介等をいただきました。 

続くパネルディスカッションでは地域の活動等を織り交ぜた説明がなされ、シンポジウ

ムは、参加者と一緒に地域循環システムについて考え、今後の暮らしや働き方のビジョン

を描くものとなりました。 

県では今後も、世界農業遺産「みなべ・田辺

の梅システム」のＰＲ等、地元協議会と一体と

なった取組を推進するとともに、県内の地域循

環共生圏の創造に努めてまいります。 

 

●今年も「わかやまジビエフェスタ」開催中～                        

 
本県では、猟師の高齢化や耕作放棄地の増加、地球温暖化による暖冬などの影響でイノ

シシやシカが増え、農作物への被害が問題となっています。現在、減少傾向にあるとはい

え、毎年３億円以上の被害が出ています。また、農業への被害だけでなく、イノシシやシ

カが住宅地や道路・線路に入り、ケガ人が出たり、衝突事故が起こったりと、私達の生活

にも影響がでてくるようになりました。その結果、多くのイノシシやシカが捕獲されるよ

うになり、もともと貴重で高級な食材であったジビエを地域の食資源として有効活用しよ

うと平成２０年度から「わかやまジビエ」を推進しています。 

その取組の一環として開催している「わかやまジビエフェス

タ」の季節がやってまいりました。県内の北から南まで６４店

舗が参加しており、フレンチやイタリアン、和食、カフェ等、

様々なジャンルのジビエ料理が各店でお楽しみいただけます。

また、１２月１日（日）から２月２９日（土）までの期間中に

参加店舗でジビエメニューを注文いただいた方の中から抽選

で２０名様に５千円相当の「わかやまジビエ」詰め合わせが当

たります。 

本来、ジビエには、キジやカモ、ウサギやクマ等の様々

な野生生物が含まれますが、「わかやまジビエ」は、県

内で捕獲され、かつ、許可を受けた県内の施設で適正に

処理されたイノシシとシカの肉のことを指します。 

イノシシ肉にはタウリンやビタミンＢ６等が多く含ま

れていると言われており、シカ肉は低脂質、高タンパク

で、鉄分が豊富と言われています。タウリン等は疲労回復に、鉄分は貧血予防によいので、

スポーツをされる方や貧血ぎみの方におすすめの食材です。 

県ではこの他にも、全国初の試みとなるジビエの脂の厚さや色などを基準に等級を付け 

ぼたん鍋で温まりましょう 

風味を活かしたジビエカレー 

パネルディスカッションの様子 
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る「わかやまジビエ肉質等級制度」や一定の衛生基準を満たした解体処理施設を認証する

「わかやまジビエ処理施設衛生管理認証制度」などによる安全・安心の確保への対策や、

処理施設の機器整備への支援による供給の拡大等に取り組んでいます。 

今年も是非、「冬は和歌山でジビエ」をお楽しみいただきたいと思います。       

 

●県内の福祉事業所がスウィーツ甲子園でグランプリを受賞しました                     

 
スウィーツ甲子園は、障害のある方が働く事業所で作られた製品の品質向上や販路拡大

を図り、障害のある方の工賃の向上を促進することを目的に平成２１年から開催されてい

る兵庫県主催のお菓子のコンテストです。 

１１月２３日に開催された第１１回スウィーツ

甲子園において、初出場となる新宮市の社会福祉法

人熊野緑会「第二なぎの木園」が製造した「ＴＨＩ

Ｓ ＩＳ ＷＡＫＡＹＡＭＡ ＳＡＢＬＥ」が見事グ

ランプリを受賞しました。 

コンテストには、兵庫県、京都府、徳島県、和歌

山県の４府県から選出された６商品が出品。各事業

所からプレゼン発表が行われ、４人の審査員と２５００人を超える来場者の試食投票によ

る総合得点で競われました。 

「ＴＨＩＳ ＩＳ ＷＡＫＡＹＡＭＡ ＳＡＢＬＥ」は、こだわりの和歌山県産品を使用し、

湯浅角長の醤油、みなべ南高梅、有田みかん、那智勝浦天満牧場の牛乳、那智勝浦両谷園

の無農薬緑茶の５種類の味が楽しめます。また、名前には「和歌山を代表するサブレに」

という願いが込められています。 

第二なぎの木園では、平成３０年６月から利用者の工賃向上ややりがいの創出などを目

的に、民間専門家チームの支援を受け新商品の開発に取り組み、令和元年１０月にはサブ

レ専門のブランド「なぎのは」を立ち上げ、完成した「ＴＨＩＳ ＩＳ ＷＡＫＡＹＡＭＡ Ｓ

ＡＢＬＥ」の販売を開始しました。 

また、同園では、これらの取組により施設利用者が仕事を成し遂げることの喜びを体験

する場を提供し、さらにはプロ意識の醸成につなげていくことを目指しています。 

現在、このサブレは白浜町の「とれとれ市場南紀白浜」や那智勝浦町の「にぎわい市場」

で販売中ですが、同園では、今後更なる販路拡大を目指して取り組んでいます。 

【製造・販売事業所】 

○社会福祉法人熊野緑会 第二なぎの木園 

◇所在地：新宮市新宮３４１５－１ ◇連絡先：０７３５－２２－５３７４（ネット販売無し） 

◇開所時間：平日午前９時～午後５時（日曜休み、土曜不定休） 

※「ＴＨＩＳ ＩＳ ＷＡＫＡＹＡＭＡ ＳＡＢＬＥ」は全国発送も行っています。 

「これが和歌山のサブレです」 
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●紀の国わかやま文化祭２０２１カウントダウンボード点灯式を開催                     

 
本県では、県民総参加で文化力の更なる向

上を目指し、先人が育んできた文化を継承す

るとともに、交流の中で相互理解と新しい文

化の創造を促すことを基本方針とした「第３

６回国民文化祭・わかやま２０２１」、「第

２１回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会」

（愛称：紀の国わかやま文化祭２０２１）を

令和３年秋に開催します。 

この本県初開催となる文化の祭典を円滑に

運営するため、平成３０年１０月５日に実行委員会を設立し、その準備を進めているとこ

ろです。令和元年１１月２２日には、大会開催に向けての機運醸成を図るため、県庁前大

形看板にカウントダウンボードを設置するとともに、その点灯式を開催しました。 

看板のデザインは、本文化祭のキャッチフレーズ「山青し、海青し、文化は輝く」や、

国体、ねんりんピックに続いて、公式マスコットキャラクターである「きいちゃん」を描

き、様々な文化芸術に触れる楽しさを表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県庁前に設置されたカウントダウンボード 
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●「寒い冬は温泉に行こう！」スタンプラリー開催中                     

 
本県は言わずと知れた温泉の宝庫です。 

日本三古湯に数えられる白浜温泉や日本三美人の湯と

うたわれる龍神温泉、日本一大きな露天風呂「仙人風呂」

がある本宮温泉郷など、多くの温泉が近年増加している

海外観光客をはじめ、和歌山に訪れる多くの方々を魅了

しています。 

そのような中、県内における温泉資源の保護と適正な

利用を推進し、温泉事業の発展と公共の福祉に寄与する

ことを目的に平成２年に設立された和歌山県温泉協会

（会長：井澗 誠白浜町長）では「寒い冬は温泉に行こ

う！」と令和２年３月１日までスタンプラリーを開催し

ています。 

対象となる県内４７施設に宿泊するか、日帰り入浴すると、「和歌山県温泉協会スタン

プラリー」冊子にある応募ハガキにスタンプを１つ押してもらえます。スタンプ３つを集

めて応募すると５００円分のクオカードが抽選で２００名に当たります。 

冊子は、参加施設、観光案内所、道の駅等に設置しており、設置場所は和歌山県温泉協

会のホームページで御覧いただけます。 

是非、冬は和歌山でジビエとともに温泉をお楽しみください。 

○和歌山県温泉協会ＨＰ → http://www.wakayama-onsen.jp/ 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒い冬は温泉で温まりましょう 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。（次頁参照） 

また、来年度から母校や地域の学校など

応援したい高校（私立を含む）を指定した

寄附メニューを追加します。 

 

御寄附につきましては、郵送や振込み

で行うことができますが、クレジットカ

ードで行う場合は、ふるさと納税総合サ

イト「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（https://www.furusato-tax.jp/city/ 

product/30000）のサイト上で、簡単に 

申込みとクレジットカードによる決済を行 

うことができますので御利用ください。       

和歌山県外にお住まいの方のみ対象とな 

りますが、１万円以上の御寄附をいただい 

た方には、プレミア和歌山の事業者から御 

協力をお願いした２０７品目の返礼品の中 

から１品をお選びいただきお届けしていま 

す。 

昨年７月から返礼品の拡充を行い、品数 

の増加に加え、寄附金額の価格に応じて返 

礼品を選んでいただけるようになりました。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、２千円以上の御寄附をいただいた御希望の方に「和歌山ファン

クラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いただくと、刊

行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふるさとチョ

イスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円

700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安
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お礼の品一覧 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 

 

 

 
 

返礼品２０７品のうち、３０品を御紹介しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧

ください。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

            

                            

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(１月中旬～２月中旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

1 月中旬 卯
う

杖
づえ

祭 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

1 月中旬 小豆粥占い 

橋本市・隅田八幡神社 
隅田八幡神社 

0736-32-0188 

有田市・須佐神社 
須佐神社 

0737-83-0195 

1 月中旬 どんど焚き 九度山町・丹生官省符神社 
丹生官省符神社 

0736-54-2754 

1 月中旬 天野の御田祭 
かつらぎ町 

・丹生都比売神社 

丹生都比売神社 

0736-26-0102 

1 月中旬 仙人風呂「新春かるた大会」 田辺市・川湯温泉 
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月下旬 まぐろ祭 
那智勝浦町 

・勝浦漁業協同組合 

那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

1 月下旬 すいせん祭 
由良町 

・県立白崎青少年の家 

県立白崎青少年の家 

0738-65-2351 

1 月下旬 初天神 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

1 月下旬 
一足早い節分、 

豆まき餅まき 
那智勝浦町・補陀洛山寺 

補陀洛山寺 

0735-52-2523 

1 月下旬 
本州最南端の火祭り 

・望楼の芝焼き 
串本町・潮岬 

串本町観光協会 

0735-62-3171 

2 月上旬 真田御田舞 紀美野町・真国丹生神社 
紀美野町役場 

073-489-2430 

2 月上旬 紀州口熊野マラソン 上富田町・上富田文化会館 
紀州口熊野マラソン事務

局 0739-47-0550 

2 月上旬 お燈
とう

まつり 新宮市・神倉神社 
新宮市観光協会 

0735-22-2840 

2 月上旬 水門
み な と

祭 串本町・水門神社 
串本町観光協会 

0735-62-3171 

2 月上旬 針供養 和歌山市・淡嶋神社 
淡嶋神社 

073-459-0043 

2 月中旬 常楽会 高野町・金剛峯寺 
金剛峯寺法会課 

0736-56-2011 

2 月中旬 南の国の雪まつり 那智勝浦町役場前 
南紀くろしお商工会 

0735-52-1089 
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自然・風物情報(１月～２月) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

1 月上旬 新春初泳ぎ 田辺市 
・田辺扇ヶ浜海水浴場 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月上旬 いちご狩り開園 紀の川市貴志川町、 
かつらぎ町 等 

貴志川観光いちご狩り協

会 0736-64-7212 

かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

1 月中旬 巨大張り子の登場 田辺市・川湯温泉 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月中旬 ハウスのいちご狩り始まる 紀の川市貴志川町 貴志川観光いちご狩り協

会 0736-64-7212 

1 月中旬 ニホンスイセン見頃 
串本町・樫野崎灯台周辺 串本町観光協会 

0735-62-3171 

由良町 
・県立白崎青少年の家 

県立白崎青少年の家 

0738-65-2351 

1 月中旬 キンカン収穫始まる 串本町・大島 ＪＡ紀南 

0739-25-4611 1 月中旬 ポンカンの収穫最盛期 串本町、上富田町 

1 月中旬 「蔵出しミカン」初出荷 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

1 月下旬 
熊野古道にコセリバ 

オウレンとバイカオウレン 田辺市中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

2 月上旬 紀州雛がお出迎え 和歌山県庁  

2 月上旬 梅林オープン 
みなべ町・南部梅林 みなべ観光協会 

0739-74-8787 

田辺市・紀州田辺梅林 紀州田辺観梅協会 

0739-26-9929 

2 月中旬 オガタマノキの花見頃 新宮市・熊野速玉大社 熊野速玉大社 

0735-22-2533 
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～編集後記～ 
 
 

 松の内も過ぎ、お正月気分も薄れた頃でしょうか。 
とは言え、令和となり初めてのお正月、本年もよろしくお願いいたします。 

 今年のお正月は天気も穏やかで、出かけやすかったのではないでしょうか。 
私は近所の神社に初詣に出かけ、獅子舞や餅つき、甘酒の振る舞いなど、お正月気分

を味わいました。 
 

今年はいよいよオリンピック Year です。和歌山県では、カナダの競泳ナショナルチー

ムとオーストラリアの陸上ナショナルチームが事前キャンプを行います。昨年のラグビ

ーもそうでしたが、和歌山でキャンプしてくれたチームには親近感を覚え、日本チーム

と同じように応援してしまいます。 
 一方、オリンピックを見に来られる方をはじめ外国人観光客に、和歌山へ来てもらお

うという取組の成果が出ています。２ページにもありますが、昨年末に発表されたガイ

ジンポット（Gaijin Pot）の「2020 年に外国人が訪れるべき日本の観光地ランキング」

で熊野地方が日本一に輝きました。（｢訪れるべき地域｣として和歌山県や紀伊半島が選出

されるのは 3 年連続です。） 
これを機に、和歌山の人と自然の魅力を感じていただき、今後もリピーターとして来

ていただけるよう『おもてなし』に努めたいと思います。 
  

さて、年の始めに新しいことに挑戦しようと考えている方がいるかもしれません。先

日、69 歳から英会話を勉強し、2 年かけて習得した方の話を聞きました。これからは外

国の方と接する機会が増えることでしょう。『おもてなし』の第一歩としてコミュニケー

ションから始めてみませんか。 
 
 

  知事室 秘書課長  塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
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